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1. 洗た く機 の性能試験法を国際 化する（ＩＥＣ/TC59 ）

に当っての問題点のうち，汚染 用標準原布 について，そ

の洗浄力試験への適用性を電 気洗 たく機用 標準人工汚染

布（JIS）と比較 検討 するこ とを目的 とし た。

2. 人工汚染布はIEC 汚染原布規格 と同等 のモメ ン

原白布 （糸密度21 ×26/cm, 厚さ0.  37mm ）と徒来我国

で用いている鐘紡天児級 （糸密度39 ×43/cm, 厚さ0.20

mm ）を日本油化学協会法に より汚染して 用いた。洗浄

試験はTergotometer を用い， 洗剤はIEC 案お よび電

気洗た く機JIS 規格 による標準洗剤，濃度は0~0.5%

について30X で15分 間洗 浄した。あ わせて電気 洗たく

機についてもIEC 案,  JIS 電気洗 たく機 標準試験法に

準拠して実験を行 った。

3. 両 汚染 布の洗浄性の傾向はほぼ同じであるが洗浄

効率はTEC の原布に よる方が高い。洗剤につい ては一

般にJIS 洗剤の方が洗浄効率が高 く，濃度に よる影響は

0.3% に極大値のみられるものがあるが一般に0.2 ～0.5

％間では余り差がみとめられない。 水洗浄と洗剤洗浄の

聞の洗 浄力の差は洗たく機JIS 汚染 布の方がやや高く検

出された。

である。 う

洗浄効率のバラツキは ＩＥＣ 汚染布の方が大

す地の洗たくJIS 汚染 布は洗 浄時に二つ折り

になるとい う欠点 があ るが ＩＥＣ 汚染布は厚地のためこ

の現象はみられなかった。電気洗 たく機 試験でも汚染 布

の洗浄性 につい ては 同様の傾向がみとめられるが補助布

の大きさにより洗浄効率には差がみられた。


